
  

原子力施設等におけるトピックス 

  （令和２年６月１５日～６月２１日） 

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ ４ 日 

原 子 力 規 制 庁 

〇令和２年６月１５日～６月２１日の間に発生した以下の法令報告事象に該当する事案は、下表のとおり。 

 原子炉等規制法第６２条の３又は放射性同位元素等規制法第３１条の２に基づく報告事案（発生に係る報告に限る） 

 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

6 月 17 日 札幌医科大学 
札幌医科大学

附属病院 
札幌医科大学附属病院における放射線源（ヨウ素-125）の所在不明について  

 

〇主要な原子力事業者（＊）の原子力事業所内で令和２年６月１５日～６月２１日の間に発生した以下に該当する事案は、下表のとおり。 

 保安規定に定める運転上の制限から逸脱した事案 

 原子炉等規制法第６２条の３に基づく報告事項に該当しないが安全確保に関係する事案で、事業者がプレス公表したもの 

＊････原子力発電所を所有する電気事業者、日本原子力研究開発機構及び日本原燃㈱ 

 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

 

＜参考＞ 海外の原子力施設におけるトピックス  

該当なし 

 

＜その他＞ 

該当なし 
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2020 年 6月 17 日 

 

札幌医科大学附属病院における 
放射性同位元素の所在不明について報告を受けました 

 
 

原子力規制委員会は、本日（17 日）、北海道公立大学法人札幌医科大学（以下「札幌医

科大学」という。）より、同大学附属病院における放射性同位元素の所在不明について、

放射性同位元素等の規制に関する法律第 31 条の 2 の規定に基づく法令報告事象に該当す

るとの報告を受けました。 
 
 

記 

 

１．札幌医科大学からの報告内容 

本日（17 日）、札幌医科大学から、同大学附属病院（北海道札幌市）において密封線源

（ヨウ素 125）が所在不明となったことから、放射性同位元素等の規制に関する法律第 31

条の 2の規定に基づく法令報告事象に該当するとの報告を受けました。 

札幌医科大学から受けた報告の概要は別紙のとおりです。 

２．所在不明の放射性同位元素 

密封線源（ヨウ素 125）95 個（1個当たり 13.1 メガベクレル）＜別添図参照＞ 

３．原子力規制委員会の対応 

札幌医科大学に対し、引き続き当該線源の捜索を行うよう指示するとともに、同大学が

行う原因究明及び再発防止策について、確認していきます。 

なお、当該線源を発見された方は、直接触れずに、最寄りの警察署又は以下の電話番号

にご連絡ください。 

・札幌医科大学附属病院 病院課        電話：011-611-2111（内線：31200） 

・原子力規制庁 長官官房 総務課 事故対処室 電話：03-5114-2121 

以上 

≪担当≫ 

原子力規制庁 長官官房 総務課 事故対処室 

室長：村田 真一 

担当：鈴木 一寿 

電話：０３－３５８１－３３５２(代表) 

０３－５１１４－２１２１(直通) 
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札幌医科大学からの報告の概要 

（6 月 17 日 16 時 00 分までに受けたもの） 

 

 

○令和 2 年 6 月 10 日 9 時頃、患者の治療に使用するための密封線源（シード線

源※、ヨウ素 125、13.1 メガベクレル）95 個（合計約 1.2 ギガベクレル）が所

定の保管庫にないことを、同大学附属病院職員からの連絡により確認した。 

 ※腫瘍の治療として人体内に埋め込み使用する放射線源 

 

○また、同病院で所有する当該線源以外の密封線源については、所定の保管庫に

おいて保管されていることを確認した。 

 

○令和 2 年 6 月 4 日、当該線源は金属製の遮蔽容器に収納され、段ボール箱に梱

包された状態で納品されたが、保管庫に搬入せず、段ボール箱とともに廃棄し

た可能性がある。 

 

○当該段ボール箱の廃棄ルートに沿って同病院内外の捜索を行い、また、警察へ

拾得情報の照会を行ったが、本日まで発見には至っていない。 

 

○以上の状況を踏まえ、本日 14 時に放射性同位元素等の規制に関する法律第 31

条の 2 の規定に基づく法令報告事象（放射性同位元素の所在不明）に該当する

と判断した。 

 

○当該線源（95 個）から 1 メートル離れた場所における線量率は、15.7 マイクロ

シーベルト毎時程度である。なお、所在不明時の状態（金属製の遮蔽容器に収

納）における線量率はバックグラウンドレベルである。 

 

○本日 14 時 20 分に当該線源の所在不明について、警察へ届け出た。 

 

○引き続き当該線源の捜索を行う。 

 

 

以上 

 

 

 

別紙 

3



 

 

 

（札幌医科大学より入手） 

 

     

 

遮蔽容器外観（所在不明となった状態）    遮蔽容器内部（線源収納の様子） 

材質：スズ・アンチモン合金         プラスチック製のカートリッジ（5本） 

寸法：約 225mm×145mm×10mm                  に線源が 15～20 個充填されている状態 

厚さ：1.27mm    

 

 

 

線源（1個あたり） 

材質：純チタン製カプセルにヨウ素 125 を吸着させたアルミニウムワイヤを密封 

寸法：直径 0.8mm、長さ 4.5mm 

ヨウ素 125、13.1MBq、95 個 

  

所在不明となったものと同型の密封線源 

別添図 

線源充填部分 
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（札幌医科大学HP掲載）
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本学附属病院における放射線源（ヨウ素－１２５）の所在不明について

令和２年６月１７日 札幌医科大学

本学附属病院において、患者の治療に使用する放射線源（ヨウ素－１２５）の所在が不明

となっていることが判明しました。

皆様には、大変ご心配をおかけすることとなり、深くお詫び申し上げます。

１．経 過

6月 4日(木) 宅配業者から放射線源が入った梱包物を受取り、内容物を職員２名で保管

庫に搬入

10日(水) 患者の治療に使用するため、放射線源を保管庫から取り出そうとしたとこ

ろ、放射線源が保管されていないことが判明

判明後 病院内での捜索をはじめ、廃棄あるいは拾得物として拾われた等、あらゆ

る可能性を想定し捜索を行っているが、現時点でその所在が特定できてい

ない状況

17日(水) 「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律」の規定に基づ

く報告事象（放射性同位元素の所在不明）に該当すると判断し、原子力規

制庁へ報告するとともに、北海道警察札幌中央署に届け出を行った。

２．所在不明の放射線源（詳細は「別紙１」のとおり）

・核種：ヨウ素－１２５（品名：バードブラキソース）

・数量：１２４４．５ＭＢｑ（１３．１ＭＢｑ×９５個）

３．人体への影響（詳細は「別紙２」のとおり）

腫瘍の内部治療（密封小線源治療）の際に体内に埋め込まれるもので、患者１名分とし

て購入したものであり、人体への影響は極めて少ないものと考えています。

※線源(95個)から１mの地点での１日線量は、胸部ＣＴ検査１回分の1/6以下

４．原 因

6月4日に受け取った梱包物から内容物を取り出す際に、緩衝材で仕切られている箱内の

下段にある金属ケース内の放射線源の有無を確認しないまま、上段の物品（スペーサー、

鉛容器）のみ取り出して保管庫に保管したため、下段にある放射線源の入った金属ケース

が、箱とともに所在不明となったものです。

５．今後の対応

附属病院における物品の管理については、ミスを防止するため、ダブルチェックを基本

としていますが、今般の放射線源が不明となった原因は、上記４のとおり、職員の認識不

足に加え、保管に至るまでの連携および確認不足によるもので、再発防止策として、次の

事項に取り組むこととします。

・梱包内容のチェックリストを作成し、確認を行う。

・保管責任者と対面の上、保管物のチェックを行い、保管庫に保管する。

当該放射線源の所在を特定するため、あらゆる可能性を想定して捜索を継続し、早期発

見に向けて全力を尽くしてまいります。
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（別紙１） 

所在不明となった放射線源（ヨウ素－１２５、品名：バードブラキソース） 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 ※写真(図)は(株)メディコンの製品カタログを一部引用しております。 

図５．放射線源（この線源がコネクタ接続され、カートリッジ状態で９５個） 

図１－１．外箱外観 図１－２．内容物上段 

（ｽﾍﾟｰｻｰ２個、鉛容器） 

図１－３．内容物下段 

（放射線源パッケージ） 

図２．放射線源の紙パッケージを開封（半透明の梱包の中にタブレット様の金属ケース） 

図３．金属ケース内 

  （カートリッジ） 

表 裏 

図４．カートリッジ内 

  （線源とコネクタ） 

7



（別紙２） 「人体への影響について」 

 ―ヨウ素-125 とはー 

ヨウ素-125 とはヨウ素の放射性同位体の一つで、チタン製容器に入った形で腫瘍組織に直接挿

入して用いられます。半減期は 59.4日で、放出する放射線の量は約 2 ヶ月ごとに半分になり、1

年後には 1.4%になります。放出する放射線の種類はγ線および X線で、エネルギーは、平均で

28.37keVで低く、透過力が低い（物質を通り抜ける能力が低く、浅い部位しか届かない）性質があ

ります。 

 

 推定被ばく線量と健康被害（下図（環境省ホームページより）参照） 

「線源から 1mの地点で、６月５日（納品日の翌日）の線源に丸１日間、常に被ばくした場合」 

0.39 ミリシーベルト となります。 

胸部 CTでの被ばくがおおよそ平均 2.4〜12.9 ミリシーベルトなので、胸部 CT検査 1回分の 1/6

～1/33に相当します。 

 

また日本の自然放射線量は年間平均 2.1 ミリシーベルトです。 

自然放射線量と比較すると、0.39（６月５日（納品日の翌日）の線源の推定被ばく線量）÷2.1（自然

放射線量）≒0.19倍（約 2 ヶ月分に相当します） 

 

 

（札幌医科大学HP掲載）
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